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職

業

と
、，

、ー

と

iま

職
業に
よっ
て 、
それ
に
従
事
する人
々
の
こ
と
ば
づ
か
い
に、
か
なり
の

差
異 、
もし
くは特
徴が
あ
るよ
うで
す。
こ
の
こ
と
は
以
前か
ら
ば
く
然と

興
味を
持っ
て
い
た
の
で
す
が 、
ラ
ジ
オ
番
組で
こ
の
テ
lマ

を
取り
上
げ 、

少し
調べ
て
み
よ
うと
い
うこ
と
に
なり
「
職
業と
こ
と
ば
シ
リ
ー
ズ」
を
組

ん
で
取
材
するこ
と
に
なり
まし
た。

放
送で
は一
日
中こ
と
ば
が
流れ
て
い
ま
す。

その
送り
手の一
人
とし
て
日
常 、
こ
と
ば
に
は
深い
関
心を
抱い
てい
る

の
で
すが 、
なに
ぶ
ん
に
も 、
学
問
的に
接し
てい
る
訳で
は
ない
の
で、
ど

うい
う
ア
プロ
ー
チ
を
つ
け、
ど
ん
な
サン
プ
ル
で
職
業に
よ
るこ
と
ば
づ
か

い
の
差
異を
特
徴 εつ
け
る
か
に
つ
い
て
は 、
い
さ
さ
か
腐
心し
まし
た。

そこ
で
混
乱を
さ
け
る
た
め
に、
職
業の
タ
イ
プ
を
肉
体
労
働
型と
精
神
労

働
型の
二
つ
に
大
別
す
るこ
とにし
精
神
労
働
型の
中に
は
事
務
職
以
外の
対

面
販
売
従
事
者
も
含め
る
こ
と
にし
まし
た。

従っ
て 、
こ
こ
で
い
う
精
神
労
働
型は 、
い
わ
ゆる
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー 、

事

務
系
職
種を
中
心とし
た
サ
ラ
リ
ーマ
ン 、
公
務
員 、
サ
ービ
ス
業
種の
対
面

販
売
従
事
者ま
で、
その
範
囲は
か
なり
広
く
なり
ま
す。
更に
「
職
業
の
こ

のこ
と
ば
づ
か
い
の
中に、

と
ば」
に
組
み
入れ
る
に
は
多
少の
疑
問は
あっ
た
の
で
す
が 、
最
近の
学
生

か
な
り
の
特
徴が
見られ
る
の
で一
つ
の
集
団こ

金

井

秀

と
ばとし
て
取り
上
げ
て
み
るこ
と
にし
まし
た。

こ
の
よ
う
な
分
類の
よし
あし
は
別とし
て 、
一
過
性の
ラ
ジ
オ
放
送で
あ

る
こ
と
を
考
え
て 、
「一
回
問い
た
だ
けで
理
解で
き
る」
わ
か
り
易
さを
大

前
提に
置き
な
が
ら
取
材に
入り
まし
た。

精
神
労
働
型
の
職
業
と
こ
と
ば

9-

精
神
労
働タ
イ
プ
の
例とし
て
ま
ず
選ん
だ
の
は
銀
行の
行
員で
す。
以
下

は
男
子
行
員と
の
電話
応
待
録
音
会話
の
採
録で
す。

「それ
で
改
印
届
けと
い
う
用
紙
があ
る
ん
で
すが」
「え
え」
「
それ

で
お
名
前を
書
く
欄が
あ
る
んで
す
が 、
お
名
前を
書
く
所へ
は
前の
実
印

を
おし
てい
た
だ
き
た
い
ん
で
す」

「
は
あ
は
あ」
「それ
で
真中
あ
た
り
に
四
角に
囲ん
だ
欄が
あ
り
ま
す

の
で、
そこへ
は
今
度は
普
通い
う
認め
印で
すね」
「え
え」

「
それ
を
おし
てい
た
だい
て 、
それ
か
ら
新し
く
する
ア
ノ
l

印
鑑
表

な
んで
すが 、
そこへ
は
今
度お
使い
に
な
るハ
ンコ
を
おし
てい
た
だ
け

れ
ば 、
それ
で
結
構
なんで
す
が」



き
ちん
と
折目
正し
く
応
待し
な
が
ら
も、
や
は
り
この
道の
プ
ロ
と
して

の
自
信
が 、
こ
と
ば
の
裏に
感
じと
れ
る
よ
うな
応
待ぶ
り
で
す 。

次に
デパ
ー
ト

の
男
性
社
員の
場
合で
す 。
外
商
部の
事
務
職
員で
すが 、

大口
の
顧
客な
ど
の
窓口
の
た
め
デパ
ー
ト
内で
は
特に
応
待に
気を
使って

い
る
職
場で
す 。
銀
行の
場
合と
比
較し
な
が
ら、
録
音
採
録を
並べて
み
ま

しよ
う。「

ちょ
っ
と、
午
後 、
出
掛
けて
ま
だ
戻って
お
り
ま
せ
ん
が 、
そ
う
致

し
ま
すと
明日
（みよ
うに
ち〉
は
休
み
に
なって
し
ま
うん
で
すが、
、

、
L 

「
ち
ょっ
と
電
話
連
絡を」

か
し
こ
ま
り

「
そ
う
で
ご
ざい
ま
すか、

まし
た」
「
お
願い
し
ま
す」
「ハ
イ 、
ど
う
も
あり
が
と
うご
ざい
まし

た」こ
の
よ
う
に
銀
行と
デパ
ー
ト

を
比
較して
み
る
と、
デパ
ー
ト

の
方は
実

にて
い
ねい
な
こ
と
ば
で
応
待し、
顧
客
最
優
先と
い
う
サ
ー
ビ
ス
精
神が
よ

く
感
じ
と
れ
る
応
待
ぶ
り
が
わ
か
り
ま
す。

一
方、
銀行
は 、
こ
れ
も
折目
正し
く
応
待し
な
が
ら
も
預
金
だ
け
で
な

く 、
融
資や
経
営コ
ン
サル
タン
ト

的な
業
務
も
含ま
れ
る
た
め
で
し
ょ
う。

指
導
性
やプ
ラ
イ
ド
も
併せ
持って
い
る
感
じ
が 、
その
応
待か
ら
伺
うこ
と

が
で
き
ま
す。

そ
ういっ
た
違い
が、
こ
の
二
つ
の
録
音
採
録に
表
われて
い
る
よ
うに
思

い
ま
す。

た
だ 、
両
者と
も
共
通な
の
は、
銀
行
も
デパ
ー
ト
も
接
客マ
ナ
ー

や
応
待

用
語な
ど
に
つ
いて
は、
か
な
り
の
訓
練
や
研
修を
積ん
で
い
る
点で 、
こ
の

二
例
は
い
ずれ
も
入
社
後に
身に
つ
け
た
「こ
と
ば
づ
かい」
の
よ
う
に
思
え

ま
す。

肉
体
労
働
型
の
職
業
と
こ
と
ば

銀
行 、
デパ
ー
ト

な
ど
が
精
神
労
働
型の
職
業こ
と
ば
に
属
す
る
と
す
れ

ば、
営
業
車の
運
転を
業
務と
する
プロ
運
転
者
は
肉
体
労
働
型
言
語タ
イ
プ

に
属
する
と
言
え
まし
ょ
う。
職
種 、
業
務
内
容に
よって
は、
精
神 、
肉
体

両
面を
必
要と
する
場
合
も
ある
で
し
ょ
う
が 、
車の
運
転は
車
種の
大・
小

に
か
か
わら
ず、
か
な
り
の
肉
体
疲
労を
伴な
う
で
し
ょ
うか
ら一
応、
肉
体

労
働
言
語パ
タ
ー
ン
に
い
れて
考え
る
こ
と
に
し
まし
た。
つ
ぎに
示
す
録
音

採
録は
S
B
C
ラ
ジ
オ
の
「
ほ
ろ
酔い
電
話リ
クエ
ス
ト」

の
番
組の
中で
司

会
者と
リ
クエ
ス
タ
ー
で
ある
プロ
運
転
者と
の
会話
で
す。
ま
ず一
人目
は

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さん
と
の
会話
で
す
。

「
あの
う、
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
やって
ん
で
すよ 。
ワ
タ
シ
の
年
代に
な

る
と、
親
子の
断
絶と
か、
今い
ろ
ん
な
事いって
る
け
ど
ね、
親
子の
断

絶って
こ
と
は
ね 、
ワ
タ
シ
は
非
常に
そ
の
悲し
く
思
う
ん
で
すよ」

ル
ホ
ド

戦
争
経
験は
お
あり
で
すか
な」
「
え
え 、
少し
あ
る
ん
で
す」

「
そ
う
する
と
四
十
五
歳
以
上
で
すか」
「
以
上
で
す。
だ
け
ど
内
地に
い
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た
もん
で
ね」

こ
うい
う
訳
で
す

「
内
地
にいて
終
戦を
むか
え
たと、

「
そ
う
そ
う」

あ
ま
りて
い
ねい
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が話
し
方に
実
感が
こ
もって
いて、

全
体と
して
は
感
情
豊か
な
会話
の
流れ
を
感じ
と
れ
ま
す。

同
じ
業
種で
もト
ラッ
ク
の
運
転
者の
場
合は
ど
う
でし
ょ
うか。
前と
同

じ
「ほ
ろ
酔い
電話
リクエ
ス
ト」
中の
会話
で 、
飯
田
市の
ト
ラッ
ク
運
転

ね
Lー

者と
の
録
音
採
録で
す 。

司
会
「一
歳
五ヶ
月で
ビ
lル 、
コ
ッ

プ
に一
杯
飲ん
じゃ
う
ん
で
す

「
大
丈
夫か
な
あ」

た
子が
お
るって
位
だ
で
大
丈
夫
じゃ
な
い
の」

か
」一

「ガバ
ガパ
ね」

「
う
ん、
も
うビ
l
ル
で
育つ

「ハ
ア、
で
赤
くなっ
ち

ゃ
う」
「い
や 、
ち
ょっ
と、
あ
ん
ま
り
や
ると
ね、
ち
ょっ
と
ヨ
タヨ
タ

する
け
ど
ね、

「
そ
りゃ
そ
う
でし
ょ
う
よ 、
ヨ
タヨ
タ
す
る

、
、
、
、
－

ノ
ノ
ノ
ノ
し

ほ
ど
飲
まし
ちゃ
だ
め
だ
そ
りゃ」
「
そ
う
すると
オ
ヤ
ジ
の
方
も
青
くな

って
ヨ
タヨ
タし
ちゃ
う
よ」
「ハ
ハ
ハ
ハ
そ
りゃ
驚い
た
な
あ
大
丈
夫で

すか
な
あ、
そ
ん
な
に
飲ま
せて」
「い
や
あ、
今
もね
え
オ
ヤ
ジ
のコ
ッ

プ
か
ら
盗ん
で
飲
も
うと
して
る。
ハ
ハ
ハ
ハ
困っ
た
もん
だ
ね、
金
井
さ

ん
に
似て、
、
、
、
、
－

ノ
ノ
ノ
ノ
」

晩
酌
中で
気
分が
打
ちと
けて
い
るこ
と
を
割り
引いて
も
、

精
神
労
働
型

の
言
語タ
イプ
よ
り 、
こ
の
二
人
の
肉
体
労
働
型の
運
転
者の
方が 、
話
し
の

運び
も
面
白いし、
会話
に
もユ
ーモ
ア
と
躍
動
感が
あ
り
ま
す 。
会話
を
躍

動
さ
せ
る
に
はセ
ン
テン
ス
を
短か
くし、
相
手と
の
聞に
短か
い
会話、が
さ

な
が
らピ
ン
ポン
玉の
よ
う
に
行
き
交
う
よ
う
に
す
ると
効
果が
あ
る
の
で
す

が、
タ
ク
シ
ー

や
ダ
ン
プ
カ
ー 、

定
期
便ト
ラッ
ク
の
運
転
手
さ
ん
達に
イン

タ
ビュ
ー

す
ると、
こ
の
原
則に
符
合
す
る
よ
うな
話
し
方を
す
る
人
が
多い

「お
仕
事は
？」

の
で
す 。
例
え
ば 、

の音。

（
大
きい

「で
け
え
の 、
で
け
えの」

「
で
け
え
の 、
と
い
うと
？」
「こ
ろ
がして
ん
だ、
こ
ろ
がして
ん

「
そ
う
そ
う、
定
期、
定
期」
と
い
う
具
合

にセ
ン
テン
ス
が
とて
も
短か
い
の
で
す。
それ
に
比
較して、
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー

やサ
ー
ビ
ス
業
種の
人々
の
場
合は 、
天
気の
挨
拶か
ら
始ま
り 、
会話

の
それ
ぞれ
の
フ
レ
ー
ズ
が
長
くな
る
と
い
う特
徴が
あ
り
ま
す 。
厳
密に
い

だ」
「あ
あ
ト
ラッ
ク
で
すか」

え
ば
話
し
方は一
人一
人
の
クセ
や
個
性に
よっ
て
個
別に
出
来あ
が
る
部
分

もあ
り
ま
すか
ら
断定
は
出
来
ま
せ
ん
が 、
あ
くま
で一
般
論と
して
の
差
異

が
あ
る
よ
うに
思
われ
ま
す。
運
転
者に
較べて、
サ
ー
ビ
ス
業
種の
人々
の

会話
フ
レ
ー
ズ
が
長い
と
い
う
傾向
の
ひと
つ
の
理
由は
応
待
やセ
ー
ル
ス
の

た
め
の
訓
練を
受
けて
い
る
こ
と。
常に
職
業を
意
識して、
い
わ
ゆるビ
ジ

ネス
と
して
の
会話
の
習
慣がか
な
り
身に
つ
いて
い
ると
い
う特
徴が
あ
げ

られ
ま
す。

同
じ
ビ
ジ
ネス
用の
言
語で
もタ
ク
シ
ー

やト
ラッ
ク
な
ど
の
運
輸
業の
場

合は
時
間を
刻ん
で
人
や
荷物
を
運
搬
す
る
H

時
聞が
勝
負H
で
も
あ
る
訳で

すか
ら
業
務
用の
会話
も
当
然
「
明
瞭で 、
か
っ
能
率
的」
で
あ
るこ
と
が
要

求
され
ま
す。
こ
の
業
種の
人々
の
言
語の
セ
ン
テ
ン
ス
が
総
じて
短か
い
の

は、
必
要が
生ん
だ
もの
と
も
考
え
られ
ま
す。
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例えば長野市でタクシ
ーに

乗り「善光寺まで」
と
行き先を
告げる

と運転手さんは
配車係に
「OO号車 、
寺」
ハテラ〉
と無線連絡をし

ま
す。
長野市内にお
寺は
多数ありま
すが、
こ
のタクシ
ー

会社の
場合

「テラ」
と言えば、
それは
善光寺を
指す了解が
成立して
い
る
の
で

す。まさに
「明
瞭で
能率的」
で
す。

こ
れが日
常会話にも
持ち
込まれ、
単
語がボン
ボン
ととび
出すよう

な話し
方が
習慣化してい
るもの
と
思わ
れま
す。

それは
又、
体を
張っ
て
危険と
背中合わ
せの
仕事をしてい
る人々
の

飾り気の
ない
人柄が言語を通じて
伝わっ
てく
るようで
もありま
す。

商
業
従
事
者
の
職
業
こ
と
ば

広範囲にわ
たる
商業従事
者の
中から、
ここ
では
対面販売従事者の

職業こ
とばに
焦点をしぼっ
て
考えてみたい
と
思い
ま
す。

昔（昭和中期頃まで）
よく
物売りの
戸が
街に
流れ 、
今でい
う
戸別

販売をしてい
ました。
納豆売り、
八百屋 、
魚屋 、
飴売りなど 、
きま

ざまで
すが、
こ
れらの
売り
声の
調子が
商品と
深く
かかわっ
てい
るこ

とに
気がつ
きま
す。

納豆売りの
売り
芦などは
少年時
代に
毎朝聞いてい
ましたのでよく

お
ぼえてい
ます。
納豆にふ
さわ
しく
長く
糸を
引く
ような一
種独特な

響きをもっ
てい
ました。
「なっ
と 、
なっ
とう
ーーなっ
と」
とい
う売

り
芦を
戸外に
聞く
と
「納豆屋さーん」
と
注文をしたく
なるような
魅

力を
持っ
てい
ました。

こ
れとは
逆に
天びん
棒を
肩に
鰯を
売り歩く
魚屋さんの
売り
声はま

こ
とに
威勢がよく、
魚がまだピ
チピ
チ
生きてい
るような
感じで
す。

「エ
l
イ
鰯こ
い
て

エ
1イ
鰯こいッ」
と
歯切れよく
売り歩く
と
思わ

ず買い
気をそそられ
魚がよく
売れたとい
うこ
とで
あっ
たようで
す。

もし、
こ
の
納豆屋と
魚屋の
売り
声の
調子が入れ
替り、
納豆売りが

歯切れよく、
鰯
売りがねばるようなスロ
ー
な
売り
声で
あっ
たら、
た

ちまち
商品イメ
ージはダウン

するこ
とになるでしょ
う 。

この
昔の
物売りの
「売り
声」
のイメ
ージは

現代で
も
業種や
商品を

扱う人々
の
間で
生き続けてい
るのではない
か。
そう考えたので
す。

そこ
で、
ま
ず長野市内の
貴金
属店を
訪ね 、
ダイヤモン
ド

売場で
店

員にイン
タビュ
ーしました。
以
下は
その
採録で
す。

「こ
の
ケlスの
中で一
番値段が
張るとい
うのは」
「そうでご
ざい

ますね、
こ
ちらにご
ざい
ま
す298
万円 、
ー
キャ
ラッ
トちょっ
と

ゾ」
ざい
ま
すね」「ハハ
ア、
どうい
う人が
買うんで
すか」「ま
あ大体

アノ
失礼ないい
かたで
すけれども1
キャ
ラッ
ト
あるいは2
キャ
ラ

ッ
ト 、
その
辺のダイヤの
輝きとい
うのがダイヤの
中では一
番美し

い
と
言わ
れてお
ります。
ま
あ正
直 、
申し上げまして、
余
祐がない

方で
すとちょっ
と手が
出ない
とい
うこ
とで
すので、
ま
あそれに
応

じた
所得の
ある
方、
ま
あ、
お
医者さんとか大体そうい
う
高額所得



者で
な
い
と 、
な
か
な
か
む
ずか
し
い
で
す 、
ハ
イ」

この
会
話の
特
徴は 、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

売
場の
対
面
販
売
者が
客の
気
持
ち

ゃ
自
尊
心
を
傷つ
け
ない
よ
う、
気
を配
り
な
が
ら
応
待し
て
い
る
様
子
が
よ

く
わ
か
り
ま
す 。
「
失
礼
ない
い
方で
すけ
れ
ども」
な
どの
表
現が
そ
れ
で

す。
た
だこの
場
合 、
少
し
気に
なるの
は一
歩
間
違
うと
仰い

ん
ぎ
ん
無

礼u
に
なり
客に
不
快
感
を
与
え
る
場
合も
ある
と
い
うこ
と
で
す。
し
た
が

勺
てこの
よ
う
な
業
種の
対
面
販
売
者は
単に
言
葉の
上の
て
い
ねい
さ
だ
け

で
なく
誠実
な
応
待に
よ
り
心
を
配
る
こ
と
が
必
要と
い
え
ま
しょ
う。

で
は 、
貴
金
属
店と
は
対
照
的
な
対
面
販
売
者 、
寿
司
屋
さんの
こ
と
ばの

調
子は
ど
うで
しょ
う
か。

長
野
市
内の
寿
司
屋
さ
ん
を
訪ね
て
客の
立
場でハ
ナ
シ
を
交
わ
し
て
み
ま

し
た 。
以
下は
その
録
音
採
録で
す。

「こ
ん
ば
ん
は」
「い
らっ
し
ゃ
い 、
ど
う
ぞこ
ち
らへ」
「き
ょ
う
は

何
か
ウマ
イもの
ある」
「ハ
イ 、
ア
ワ
ビ 、
磯の
ア
ワ
ビの
片
想
い 、
う

に、
え
び 、
か
ん

ば
ち、
それ
と
青
柳
が
時
期で
す。
シュ
ン
で
す
ね」

「あ
あ 、
青
柳が
今シュ
ン
／」
「シュ
ン 。
シュ
ン
シュ
ン
と
燃
え
て
お

り
ま
す」

（
中
略）
「ア
ガ
リ
お
願い」

「
じゃ
あ 、
それ
も
ら
お
うか」

「ハ
イ
静
岡
正
宗
三
ちょ
う」
「ハ
イヨ」

お

づ
ど
うも
ご
ち
そ
う
さ
ま 、

愛
想
お
願い
し
ま
す」
「ハ
イ
有
難うご
ざい
ま
す 、
五
千三
百二
十
万
円

で
ト

す 。
有
難うご
ざん
し
た
ア」

この
寿
司
屋の
ご
主
人の
話
し
に
よ
る
と
「この
様
な
応
待の
調
子は
小
僧

の
時
代か
ら
親
方の
調
子
が
自
然
に
身に
つ
い
たもの
で、
別に
教
わっ
た
も

の
で
は
な
いρ
な
ま
もの
を
扱っ
て
い
る
か
ら 、
威
勢よ
く
客とハ
ナ
シ
を
し

ろ
と
い
う
事は
親
方か
らよ
く
言
われ
ま
し
た」
との
こ
と
で
す。

で
は
こ
こ
で、
職
業
別に
そ
れ
ぞれ
ふ
さ
わ
しい
言
語パ
タ
ー
ン
が
あり、

そ
れ
が
利
用
者
や
消
費
者に
当り
前の
こ
とと
し
て
抵
抗
なく
受
け
入れ
ら
れ

て
い
る
こ
と
を前
提に、
こ
れ
を
逆
転し
て
み
た
ら
ど
う
なる
で
しょ
うか。

つ
まり、
「
貴
金
属
店の
よ
う
な
寿
司
屋」
「
寿
司
屋の
よ
う
な
貴
金
属
店」

の
応
待が 、
も
し
ある
と
すれ
ば 、
ど
うい
う
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
発
想で

す 。
そ
こ
で
ア
ナ
ウン
サ
ー
に、
その
両
者
を
再
現し
て
も
らい
ま
し
た 。
以

下は
その
採
録で
す。
ま
ず 、
「
貴
金
属
店
員の
よ
う
な
寿
司
屋が 、
も
し
い

た
ら」「ハ

イ 、
何
を
お
握り
致し
ま
しょ
う
か 。
こ
ち
らの
小
粒の
もの
が
イ

ク
ラ
で
ご
ざい
ま
し
て 、
こ
ち
ら
に
は 、
と
ち 、
か
ん

ば
ち
な
ど
も
取り
揃

え
で
ご
ざい
ま
す 。
ウェ
は一
寸
お
値
段が
張り
ま
すん
で
すが 、
青
柳
な

ど
は
如
何で
ご
ざ
い
ま
しょ
うか、
今 、
シュ
ン
で
ご
ざい
ま
し
て 、
シ
:;:J_ 

ン
シュ
ン
と
燃
え
て
い
る
よ
うで
ご
ざい
ま
す」
客
「そ
うで
す
か 、
じ
ゃ

あ 、
き
ょ
う
は
帰り
ま
す」

次
は 、
「も
じ
寿
司
屋の
よ
う
な
貴
金
属
店が
あっ
た
ら」
で
す。
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い
らっ
しゃい。
こっ
ちはMカラッ
トのダイヤモン
ド 。

結婚指輪によく
出るネ。
値段も二、
二一
O万円 。
安
い
も
ん
だ。
ハ

イツ 、
お
次は1カラッ
トのダイヤね 。
こいつ
はちょっ
と
稼ぎのい

「へ
イ 、

い
もんじゃ
なきゃ 、
手が
出ない
よ」
客「じゃ
あ又に
するよ」

こ
れでわかるこ
との
ひとつ
は
貴金属店の
ような
寿司屋も、
寿司屋

の
ような
貴金属店員も共に
客の
買い
気や
喰い
気もそそらず、
むしろ

その
異様な応待に
「ダメ
ダこ
りゃ」
と
尻尾を
巻くだろうとい
うこ
と

で
す。
もうひとつ
は 、
貴金属店員の
場合は
銀行 、
デパ
ート
と同じよ

うに、
専門家や先輩達から、
かなり専門的に
応待やこ
とばづかいの

一
定期間の
特訓によっ
て
H職業こ

とばμ
が
形づく
られ

てい
るのに
対し、
寿司屋さんの
場合は 、
主人も
述べ
てい
るよ
うに、

親方について
修業してい
るうちに、
いつの
間にか
威勢の
よい、
い
な

訓練を
受け 、

せなシャベ
リ
方が
身につい
たのだとい
うこ
とで
す。
更に
貴金属店で

は
店員が
客に
駄ジャレ
などは
決して
飛ばしませんが
寿司屋さんの
方

は 、
客を
相手に
盛んにシャレ
をとばしてい
るのが
特徴的で
す 。
お
茶

（あが
り〉
のこ
とを
「静岡正宗」
水（おひや）
を「
戸隠正
宗」
と
呼

んだ
りしてい
ま
す。
静岡は
茶の
産地で
すし、
戸隠は長野市へ
の
上水

道の
水源の
ひとつ
で
すからその
地名を上手にシャレ
て、
お
茶（あが

り〉
や水（お
ひや〉
に
結びつ
けてい
ま
す。
単なる職業意識にとどま

らず 、
客とのシヤレ
た
会話を
楽しんでい
るこ
とが
感じ
取れま
す。

そして、
何よりも、
この
n庶民的職業こ

とばH
を
聞いてい
ると、

画一
化 、
都市化 、
標準語化が
進む日本語の
傾向の
中で、
古い
日本
語

や庶民のこ
とばにふ
れた
思いがLま
す。
そして、
日本語の
よさを
再

発見するので
す。

学
生
の
集
団
こ
と
ば

職業こ
とばとしては
分類しにくいので
すが
集団語として
大きな
特

徴をもつので、
広義にお
ける
「集団こ
とば」
として
取り上
げるこ
と

にしました。
い
わゆる
新造語を
生み出す母体はテレ
ビ 、
ラジオのコ

マ
ーシャル
が
その
最たるものでしょ
うが
第二
位あたりにラン
クされ

るのが
学生集団こ
とばでしょ
う 。
お
よそ
集団に
溶け込むには、
そこ

で
使われる
集団語をマ
スターしなければ
円滑なコ
ミニ
ケlトが
図り

にくく
なりま
す。
学生
達は
積極的に
集団語を
身につ
け 、
ひと
通りマ

スター
すると
更に
次の
新造語をクリエ
イティ
ブティ
に生産して
行き

ま
す。
こ
れが
学生の
集団こ
とばが
常に
新らしくナウな
感覚で
存在す

る
背景でしょ
う 。
それだ
けに入れ
替りも
激しく、
こ
れを
取材した
頃

の
学生こ
とばの
中には、
すでに
消え
去り現在は
使われなく
なっ
てし

まっ
た言葉が
あるこ
とをお
断わりしてお
きま
す。

とにかく
学生集団こ
とばの
何たるかを知る必要から
昨年、
長野市

の
長野県短期大学を
訪問じ
女子学生にイン
タビュ
ー
して
みました。

以下は 、
その
採録で
す 。
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「やっ
ぱり東京の
方から来たと
思うんだ
けど 、
よくハ
ナシ
がピ

ーマン
とか、
果物とか野菜の
名前を
使っ
て
するんで
す」
「話しが

ピーマンっ
てどうい
う意味？」
「話しが
通じないっ
てい
うか、
わ

からない、
中味がない
カラッ
ポだからピーマンっ
てい
うの。
それ

からH話しがトマ
トっ
て
言うのは
ネ、
ピーマンの
逆で
中
味
が
あ

る、
話しが
良くわ
かるとい
う時に
使うんで
す」
「ほか
に
は
な
い

「それは
どうい
う意味？」

の
しー

「ある。
バ
ナナ」

「話しがそれで

いっ
ちゃうような人のこ
とを言うの。それからH目立ちの
根性H」

「大勢の
中で目立ちたい
人は
ネ、
ポコッ
て目立つこ

「何だっ
て」

と言っ
たり、
やっ
たりするから、
そうい
うの
を目立ちの
根性」

よくわ
からない
話しゃ、
中味の
ない
人聞を
指して
ピーマ
ン
と
呼

（例えば
Hあの

人とっ
て
もトマ
ト
ネH
などと

使う〉
話しが
すぐ協道へ
それてしまう入聞をバ
ナナと
呼ぶ
など人間

び 、
その
反対をトマ
ト

の
評価に
結びつ
けるセンス
などは
なかなかの
もので
すし、
女性らし

い
物の
見方がよく
表現されていて
面白い
と
思い
ます。

とこ
ろが、
ある週刊
誌が
紹介した
東京の
女子大学生の
会話は、
ピ

トマ
ト、
バ
ナナ
などとい
う可愛らしい
ものでは
なく、
相手

ーマン、
を
攻撃 、
誹誘する新造語の
多いのに、
い
ささか
驚ろかされました。

そこ
で、
それらの
学生こ
とばをつ
な
ぎ合わ
せ
短かいストーリー
を
持

たせて、
女性アナウン
サー二
人に
再現して
もらい
ました。

B 
子
ー「ねノ 、ぇン、ねチ、 えッ、 、

チ、Aの 子く っ
せ たし らて ネ
タ フ、
ン ァ、
ク ン、
ト デ、ッ l 、
フ シ、
着 ョ、
て ン、
さ じ、、 わ、
胸作フE つ
だ ち

やっ
てき、

ぶつ
かせて
歩いてたわヨ」

C
予「ふーん 、
誰と？」

B
子「それがねM
大の
学生と」
C
子「ヒェ
1ッ。
どん
な男？」

B
子「ウン 、
なかなかジュ
リっ
てたけどネ、
い
まい
ち、
首から上

がしつつこ
かっ
たよ」

ト 、 「ィ、わ Cい た 子っ、’し 「ち、 、 そや、 ち うう 、 ょ だ」 つ ろと ういねィ、 、
レ、Mっ、大て、はく 、 ノミ、
る、 l 、

し一 。フ 、
C リ、
子 ン、
「 がじ 多ゃ い
ワ カミタ ら：ン

も ど
緒 B
に 子

こ
の
会話を
読んで 、
四十歳以土の
男性で
正確に理解で
きる人が
果

して
何人い
るでしょ
うか
グ
特に
傍点をふっ
た部
分は
解説を加えな

い
と
何のこ
とやら一
向にわ
からない
とい
う人が
多い
と
思い
ます。

ま
ず「ファ
ンデーショ
ン
じわ」
は
「厚化粧」

ちも

「〆ンチッ
チ」
は
乳

がノン
だから「胸、がない」
「ジュ
リっ
てた」
は
沢
田
研
二
（ジュ
リ

i〉
の
ようにカッコ
いいこ
と。
「い
まい
ち
首から上がしつつこ
かっ

た」
の
「い
まい
ち」
は、

っ し、
ま まり ひぶ、 とお、 っ
と、 、
こ、 「だ 首つ カミ
た ら。 上

が
し
っ

’つ

」ー

か
......, 

た」
は、
顔が
良く
ない、

「パl
プリン
が
多

い」
は
頭 、の
悪いのが
多い。
「ト
イレっ
てく
る」
「ト
イレっ
ちゃ
う」

は、
ト
イレ
の
名詞に「へ
行く」
とい
う活用語尾をつ
けて
動詞にして

しまっ
たもの。
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と
い

う
こ

と
に

な
り
ま

す
。

こ

れ
を

聞
い

て

気
が
つ

く
の

は
、

す
べ

て

相
手

を

攻
撃 、

誹
誘
す
る

「
こ

と
ば
」

ば
か

り
だ
と
い

う
こ

と
で

す
。

更
に

も
う
ひ

と
つ

の

特
徴
は

、

自

分
が

大
ス

ラ
ン

プ

に
お

ち
い
っ

て
い

る
よ

う
な

時
の

表
現

に

も

優
れ
た

能
力
を

発
揮
し
て
い

る
こ

と
で

す
。

例
を

あ
げ
る

と 、

極
度
に

落

ち

込
ん
で

、

な
か

な
か

這
い

上
が

れ
な
い

よ

う
な

状
態
を

「
ど
っ

ぼ
」

と

表
現

し
ま

す o

「
部
」

に

「
ど
」

の

接
頭

語
を
つ

け
て

「
ど
っ

ぼ
」

「
つ

ぼ
」

に

落

ち

込
ん
で
ス

ラ
ン

プ

か

ら

脱
却
で

き
な
い

状
態
を

指
し
ま

す
。

又
「
馬

鹿
」

の

「

あ

あ 、

わ

た

し

は

活
用
形
で

、

「
ば
か
る
」

と
い

う

使
い

方
も
し
ま

す
。

ん

か
h

Jい
し
ま
っ

た
」

な
ど

四
段

活
用
形
で

使
い

分
け
た

り
し
ま

す
。

こ

の

よ

う
に

「
相
手
へ

の

攻
撃 、

誹
誘
」

と

「
自
己
の
ス

ラ
ン

プ
」

の

表
現

を

巧
み
に

作
り
出

す
の

は

も
っ

ぱ
ら

女
子

学
生
で

、

男
子

学
生
の

新
造
語
創

造

力
は
か

な
り

低
い

と
い

う
こ

と
な
の
で

す
。

そ
の

理

由
や

背
景
は
よ

く
わ
か

り
ま
せ
ん
が

、

勝
手
な

推
測
を

試
み
る

と

女

性
の

自
己

中
心

的
な

生
き
方
が

背
景
の

ひ
と
つ

に

あ
る
よ

う
に

も
思
え
ま

す
。

結
婚

披

露
宴
な
ど
で

も
よ

く

歌
わ

れ
る

、

さ
が

ら
な
お

み
の

「
世

界
は
二

人

の

た
め

に
」

と
い

う

歌
が

あ
り
ま

す
が

、

幸
せ
一

杯
の

新
婦
に

と
っ

て
は

、

ま

さ
に

今
H

世
界
は
二

人
の

た
め

に
μ

あ
る

と

実
感
す
る
の
で

し
ょ

う
。

し
か

し

新
郎
に

と
っ

て
は

結
婚
後
の

仕
事
の

き
び
し

さ
を 、

い

や
が

お

う
で

も

認

識
し

な
け
れ
ば

な
ら
な
い

日
で

も

あ
り
ま

す
。

上

司 、

先

輩 、

同

僚
を

攻
撃 、

誹
誘

す
る

だ
け
で

は

生
き
て

行
け
な
い

事
を

伊認

識
す
る
日
で

も

あ
り
ま
し
ょ

う
。

そ
し
て

「
世

界
は
二

人
の

た
め

に
」

あ
る
の
で

は

な

く
て

「
き
ょ

う
か

ら
二

人
は

世

界
の

た
め

に

何
を

す
べ

き
か
」

を

考
え
る

出
発
点
の

日
で

あ
る
か

も

知

れ
ま
せ
ん

。

そ
ん

な
こ

と
が

攻
撃

型
の

新

造
語
を

製
造
す
る

能
力
で

は

女
性
の

方
が

優

秀
な
の

だ
と
い

う

点
に

、

あ
る
い

は

関
連
が

あ
る
の

か

も

知
れ
な
い

と

考
え
ま

す
。

こ

う
し
て
一

連
の

学
生

集
団
こ

と
ば
に

接
し
て

み
て

、

ま

ず
思
う
こ

と
は

、

「
な
か

な
か
セ
ン

ス

が

あ
る
」

と
い

う

評

価
と

「
こ

の

ま
ま

社

会
人
に

な
っ

て

大

丈
夫
な
の

か

な

あ
」

と
い

う
不

安
が

交

錯
し
ま

す
。

女
子

学
生

達
の

新

造
語

製
造
能
力
と
セ
ン

ス

に
は

敬
服

す
る
一

方 、

こ

う
い

う

学
生

達
が

、

こ

の

ま
ま

社

会
人
に

な
っ

た
と

き 、

本
人
は

も
ち
ろ
ん

、

企

業

の

側
も

「
こ

と
ば
の

矯
正 、

や
り

直
し

訓
練
」

に
か

な

り
の

手
間
ひ
ま

を
か

け

な
け
れ
ば

な
ら
な
い

ナ
ア

と

考
え

ざ
る

を

得
ま
せ
ん

。

限
ら
れ
た

集
団
内
で
の

み

通

用

す
る

「
こ

と
ば
」

が

自
己
の

ボ
キ
ャ

ブ
ラ
リ
ー

の

大

半
と
い

う
生

活
を

し
て
い

る

と 、

社

会
人
と
な
っ

た
と

き
に

仕
事
や

人
間
関
係
に

少
な
か

ら
ぬ

支

障
を

き
た

す
と
い

う

実
例
を

身
近
に

経

験
し
て
い

る

だ
け
に

無
関
心
で

は
い

ら

れ
ま
せ
ん

。

ユ
ニ

ー
ク

な

新
造
語
の
セ
ン

ス

は

大
い

に

磨
き 、

楽
し

み
な
が

ら
、

「

第
三

者
に

対
す
る

、

や
や

改
ま
っ

た

会
話
」

も

使
い

わ

け
る
こ

と
が
で

き
る

、

そ
う

し

た

豊

富
な
ボ
キ
ャ

ブ
ラ
リ
ー

を

身
に
つ

け
る
こ

と
が

社

会
人
と
し
て

も 、

個

人
と
し
て

も

豊
か

な

精
神
生

活
を

送
る

た
め

に
は

不

可
欠
な
こ

と
な
の

だ
と
い

う

私

見
を

申
し

述
べ

て
、

「
職
業
と
こ

と
ば
」

レ

ポ
ー
ト

を

閉
じ
た
い

と

思
い

ま

す
。

（
信
越
放

送
報

道

制
作

局
企

画
委
員
〉
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